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幼児の協同活動における感情の意味
―アクションリサーチによる会話分析から―

○芝崎美和（新見公立大学） 芝崎良典（四国大学）
湯澤美紀（ノートルダム清心女子大学）
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問題と目的

本研究では，ケーキ作りを促す環境を構成する

といったアクションリサーチを行いながら，そこ

での子どもたちの活動と会話をもとに，協同活動

における感情の果たす役割を明らかにすることを

目的とする。

方 法

研究対象 本研究の研究対象は，５歳児クラスを

対象に学生と保育者が共同で実施した「ケーキ作

りプロジェクト」という保育活動である。本研究

では， 名で構成される１ （対象児①～⑥）に焦

点を当て，①ケーキ作りについての絵本の読み聞

かせ，②話し合い，③製作活動という一連の活動

のうち，③製作活動についてのみ分析を行う。

記録方法 子どもと保育者の発話内容をフィール

ドノートに記録した。対象児名を記載しないなど，

個人情報の取り扱いには格別に配慮した。

結果と考察

協同活動をイメージの共有という観点からⅦ期

に分けた。会話の内容を，①全体，②部分，③統

合に分け，イメージの共有過程と感情語の生起を

示したものが である。

Ⅰ期：不明瞭なイメージの共有と暗黙の役割分担

子ども達の間で製作物について明確なイメージ

が共有されておらず，暗黙の役割分担の中で各々

が自由にケーキ製作にとりかかった。子ども達は，

ネガティブな感情を言語化し，オウム返しすると

いったやり取りを繰り返すことで，活動への意欲

を維持しようとしていた。

Ⅱ期：不明瞭なイメージの操作 各自が未だ不明

瞭でぼんやりとしたイメージに基づき，製作活動

を進めている。土台と部分の製作はイメージが交

差することなく進んでいく。仲間のネガティブな

感情を受容したり，それをポジティブ感情に変換

するなどのやりとりは見られない。

Ⅲ期：具体的な製作物を目前にしたイメージの操

作 土台が完成することで，イメージの共有が急

速に進む。それに伴い，感情が言語化され，やり

とりされ始めた。ネガティブな言葉（例：「疲れるね

え。」）によって喚起されたポジティブな感情（例：

「疲れないよ。楽しいもん。」）は，活動への動機づけを

高めることに寄与したことがうかがえた。

Ⅳ期：空間の共有とイメージの再共有 感情語の

やりとりが増えたことで，離れていた子ども達の

距離がぐっと縮まり，みんなで一緒に試行錯誤を

繰り返す姿が見られる。イメージと製作物との乖

離が見いだされ，（例：「火って，こうすればよかったの

に。」），目的達成に向け，下位目的がいくつかに分

化していった。他児を手伝うなど，非言語的では

あるが，他者の感情を推測し自らの行動を調整す

るといったやりとりも見られた。

Ⅴ期：役割意識の分散 完成を間近に控えたⅤ期

では，イメージの共有が図られると同時に，活動

への関与という点において，子ども達が二分され

た。活動を続ける子どもは自分の活動に没頭して

おり，離脱する仲間に対する共感，労り，励まし

の言葉などは見られない。

Ⅵ期：役割の再認識 最終目標に向けた役割につ

いての相互認識と相互受容（例：「①のいちご，⑤がつ

くってくれよる。」）が見られた。ポジティブな感情に

裏打ちされるこれらの言葉を動機づけの源とし，

子どもたちは活動への意欲を再度高めているよう

であった。互いを認め合うポジティブな感情風土

が醸成され，より良い完成品を目指し，新たな役

割の下，作業が進められた。

Ⅶ期：役割の再分担と目的達成に向けた下位目的

の統合 ポジティブな感情風土において，共有さ

れたイメージに基づき，目的の達成とテーマの共

有が図られていった。また，製作物を褒める他グ

ループの幼児の言葉（例：「何，このケーキ！おいしそ！」）

は，彼らの活動意欲をさらに掻き立て，自尊心を

高めたようであった。

以上のことから，協同活動においてイメージの

共有と精緻化を図る過程において，感情のやりと

りには，意欲の維持，共感的相互受容，ポジティ

ブな風土の醸成などの役割があることが示された。

部分 全体 統合 部分 全体 統合 部分 全体 統合 部分 全体 統合 部分 全体 統合 部分 全体 統合 部分 全体 統合
①
② ― ― ―
③ ― ― ―
④
⑤
⑥ ― ― ―

保育者 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
※ "－"は、発話が見られなかったのではなく、その場にいなかったことを表すものである。 ※ ( )内は、感情語の数

Table 1  協同活動におけるイメージの共有プロセス
対象児 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期 Ⅵ期 Ⅶ期
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親子の注意欠如・多動症的行動特性と養育ニーズに関する検討
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問題と目的

近年，成人期の発達障害への関心が高まってい

る。 は，親の自閉症

的行動特性（ 特性）と養育ニーズとの関連を

明らかにし， 特性が高い親は養育におけるさ

まざまな困難に直面しやすいことを示唆している。

注意欠如・多動症（ ）については，例えば，

をもつ母親における不適切な養育態度のリ

スクの高さが指摘されているものの（

），注意欠如・多動症的行動特性（

特性）と養育ニーズとの関連については，これま

でに十分に明らかにされていない。一方，子ども

の 特性の高さについては，母親からのあた

たかな養育の少なさや母子間の葛藤の多さとの関

連が報告されており（齊藤他 ），子どもの

特性の高さも養育におけるニーズの高さと

の間に関連を示す可能性が想定される。本研究は，

親子の 特性と養育ニーズとの関連について

実証的検討を行った。

方 法

調査対象者と手続き 関東甲信越地方の小学校

校の児童の母親 名と父親 名の回答を分析

の対象とした。 年 月～ 年 月に，教

員が質問紙を配布し，郵送により回収を行った。

測定尺度  親の 特性：

項目，

子 ど も の 特 性 ：

の多動性・不注意 項目， 養育ニーズ：

を原著者の許可の下にバックトランス

レーションの手続きを経て翻訳した日本語版

項目（下位尺度 手本／行動の教示，ニーズの理

解，愛情，感情のコントロール，注意／つながり，

突発性，コミュニケーション，危険への意識，感

覚の問題）

結果と考察

母親・父親の 特性の各得点は，養育ニーズ

の全下位尺度得点との間に正の関連を示した。カ

ットオフ値以上の 特性を示す「 臨床相

当群」の母親は，感情のコントロール，注意／つ

ながり，突発性，感覚の問題におけるニーズが高

く，「 臨床相当群」の父親は，手本／行動の

教示，突発性，コミュニケーションにおけるニー

ズが高いことが示された。

養育ニーズ得点の平均値の比較

一方，子どもの 特性の高さについても，養

育ニーズに関する全下位尺度得点との間に正の関

連を示した。

本研究により， 特性が高い親および／また

は子どもの家庭では，養育におけるさまざまな困

難に直面しやすく支援ニーズが高いことが示唆さ

れた。特に， 特性が高い母親と父親とではニ

ーズが高い領域が異なるため，それぞれに適した

支援の充実が求められるといえるだろう。

引用文献

臨床相当群 非臨床群 有意差
＜母親＞ n  = 29 n  = 312
手本／行動の教示 5.55 4.89
ニーズの理解 4.97 4.14
愛情 4.72 3.83
感情のコントロール 9.62 7.86 **

注意／つながり 6.83 5.64 *

突発性 5.79 4.57 **

コミュニケーション 4.41 4.24
危険への意識 4.93 4.14
感覚の問題 5.76 4.58 **

＜父親＞ n  = 16 n  = 143
手本／行動の教示 8.19 5.29 **

ニーズの理解 6.69 4.98
愛情 5.69 4.45
感情のコントロール 8.56 7.15
注意／つながり 6.50 4.71
突発性 7.06 5.24 *

コミュニケーション 7.00 4.78 *

危険への意識 6.31 4.25
感覚の問題 6.25 4.73
*p  < .05, **p  < .01
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